
恵那農林事務所令和7年度

＜技術導入実績（R6年度末）＞

 
     35経営体

  81台

1）地域の支援体制強化
・推進会議の設置（R2～7年度）

会議（年3回、R7：6/10、12/11）、ｱﾝｹｰﾄ（毎年、R7：R7.12～R8.1）

2）技術理解の促進
・研修会への参加促進、展示・実演会の開催等

202名の参加（R2～7年度、R7：6名）

・県「無料貸出サービス」の利活用→現場での試用促進
66名、14経営体の活用・体験（R2～7年度、R7：2経営体）

3）現地検証と地域の実情に合わせた普及
・農業者の協力を得て技術検証・調査

稲作用9スマート農機、10利用場面（R元～4年度）
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活動内容

成果

恵那の中山間地域に適した
    土地利用型スマート農業の推進

＜背景＞・農業者の高齢化や稲作経営体の減少
スマート農業への期待と地域性考慮の必要性

＜内容＞1）地域の支援体制強化、2）技術理解の
促進、3）現地検証と地域の実情に合わせた普及

利点・欠点の見える化(啓発ﾘｰﾌに沿った導入普及)

＜成果＞・技術導入経営体数＆機器台数
  35経営体、81台（R6年度末現在）

恵那地域での
一層の技術導入

に向けて

 R5.3完成「啓発リーフレット」

見える化

情報
提供


